
１）テーマ：「体験から学ぶ地域を支える看護」 

２）カテゴリー：教育方法  

３）学校概要：①学校名：京都中部総合医療センター看護専門学校 

          ②所在地：京都府南丹市八木町南広瀬上野 3番地１ 

          ③課程名：3年課程  １学年 40名 就業年限 3年 

【ねらい】 

 看護の場が地域へと広がり、地域で生活する人々への看護の役割について理解することが求められている。 

2025年度から地域医療を担う母体病院で毎年行われる「糖尿病デー」に参加することで慢性疾患の予防と治療

への啓発活動を通して地域を支える看護の役割を学ぶこととした。この活動は成人看護学方法論「糖尿病患者の看

護」の科目に位置づけている。机上で疾患の特徴、看護を学び血糖測定の演習を終えた後に実施している。 

学生自身が血糖測定・健康相談・食事指導・糖尿病の説明等のどのコーナーに参加するのかを決め、担当スタッフ

と共に参加者と関わっている。 

学生は「保健師さんも薬剤師さんも来られているのですね」「多くの方が健康に興味を持っておられることを知った。

質問に応えられるよう勉強したい」「足が痺れると相談された方に症状を詳しく聞いて内科と整形の受診を勧められ

ていた。このようなイベントが受診につながると学んだ」「食事や栄養指導は、食べ物の種類だけでなく柔かさや食べ

やすさまで伝えることが必要」「栄養バランスの必要性は自分にとってもよい学びになった」「糖尿病のことだけでな

くフレイル予防の説明をされていた」「どんな質問がくるのかわからない。自分では答えられないことばかりだった。知

識が必要だ」と学生は医師・栄養士・保健師・看護師・薬剤師・作業療法士など参加スタッフの職種の多さに驚くと

共に他職種が連携し地域を支えていることを実感している。また卒業生の大半が就職する当院が地域に果たす役割

を理解することにつながっている。 

感情を伴う経験すること、実感することは机上の学習だけでは学べない多くの気づきと驚きが生まれる。この感情

からの学びが知識を深め主体的に関わる、学ぶ姿勢を育てることに期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健康指導する様子 

参加した学生達 

 


